

	月
	教材名
	　　　　　　　配当時数


	◆学習目標と主な学習活動
	評価の観点
	学習指導要領

との関連

	四月
	○文字で伝える
・文字で伝わる
	１時間
	◆文字文化について関心を持つ。
1　図版や解説をもとに，「伝える」という文字の役割について見つめ直す。
	【関】昔から伝わる文字文化に関心を持っている。筆記用具の扱い方やよい姿勢，基本点画の書き方を確かめようとしている。

【言】用具の扱い方やよい姿勢，基本点画の書き方を理解している。
	伝国（２）ア

伝国（２）イ

伝国（２）ウ

	
	一　初めに
確かめよう

①姿勢と
筆記用具の持ち方
	
	◆書くときの姿勢と，筆記用具の持ち方を確かめる。

1　よい姿勢と，鉛筆・毛筆の持ち方を確かめる。

2 姿勢と筆記用具の持ち方について，友達と確かめ合う。
	
	伝国（２）イ

	
	▽基本点画の
書き方
	
	◆基本点画の書き方を確かめる。
1　これまでに学習した基本点画の書き方について，穂先の位置や筆圧の加え方，筆の運び方を確かめる。
	
	伝国（２）ウ

	五月
	②字形の整え方
	２時間
	◆文字の部分の整え方や，文字の組み立て方を確かめて書く。

1　ア～エの文字について，字形を整えて書くにはどんなことが大切かを考える。

2 1 で気づいたことを，鉛筆で書いて確かめる。
3 1 で気づいたことを，毛筆で「団結」を書いて確かめる。
	【関】文字を整えて書くために大切なことに関心を持ち，書いて確かめようとしている。

【言】画の接し方，交わり方，間隔，部分の譲り合いなど，文字の組み立て方と字形の整え方に注意して書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）ウ

	五月～六月
	③文字の
大きさや配列
	２時間
	◆文字の大きさや配列の仕方を確かめて書く。

1　アとイの例を比較して，文字の大きさや配列と，文の読みやすさの関係を考える。

2 1 で気づいたことを，鉛筆で書いて確かめる。

3 1 で気づいたことを，毛筆で「晴れた空」を書いて確かめる。
	【関】文字の大きさや配列と読みやすさとの関係を，書いて確かめようとしている。

【言】文字の大きさや文字の配列の大切さを理解して，自分が書く文字を改善している。
	伝国（２）ア

伝国（２）ウ

	六月
	二　速さを
考えながら書こう

①場面に
ふさわしい書く速さ
	3時間
	◆場面や目的にふさわしい書く速さを意識して書く。

1　アイウの書字場面について，どれくらいの速さで書くのがふさわしいかを考える。

2 1 で気づいたことを，鉛筆やボールペンで書いて確かめる。

3 1 で気づいたことを，封筒に小筆で書いて確かめる。
	【関】文字を書く速さと書字場面との関係に関心を持ち，画面にふさわしい書く速さを考えている。

【言】書字場面や書く目的にふさわしい速さで書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）イ

伝国（２）ウ

	七月
	②筆順と
点画のつながり
	２時間
	◆点画のつながりを意識して，筆順どおりに書く。

1　「日」の二つの筆順例を比較して，筆順と書く速さの関係を考える。
2 1 で気づいたことを，鉛筆で書いて確かめる。

3 1 で気づいたことを，「飛ぶ」を毛筆で書いて確かめる。
	【関】筆順が文字を速く書くために果たしている役割を，書いて確かめようとしている。
【言】点画のつながりに注意して筆順どおりに書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）ウ

	九月
	③つながりと
書く速さ
	３時間
	◆点画から点画への移動の仕方に気をつけて書き，速く書くことに慣れる。

1　「二」の二つの書き方の例を比較して，点画から点画への移動の仕方と書く速さの関係を考える。

2 1 で気づいたことを，鉛筆で書いて確かめる。

3 1 で気づいたことを，「期待」を毛筆で書いて確かめる。

4 点画のつながりや筆順を意識して，鉛筆で文字や言葉を書き，速く書くことに慣れる。
	【関】点画から点画への移動に気をつけて書こうとしている。
【言】点画を書く速さや，点画から点画への移動の速さを意識して，リズムを感じながら書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）ウ

	十月
	④書く速さと
読みやすさ
	３時間
	◆読みやすさに気をつけて，速く書く。

1　アとイの例を比較して，速く書くことと読みやすさの関係を考える。

2 1 で気づいたことを，鉛筆で書いて確かめる。

3 1 で気づいたことを，毛筆で「未来への歩み」を書いて確かめる。

4 読みやすさに気をつけて，鉛筆で，文や文章を速く書く。
	【関】読みやすく速く書くための方法に関心を持っている。
【言】読みやすさに注意しながら，けい線や枠との関係も考え，行の中心をそろえてリズムよく書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）ウ

	十月～十一月
	▼ひろげよう

聞いて書こう

▽速く書くことに
適した書き方
	２時間
	◆これまでの学習を生かして，話を聞き取ったことを記録するメモを，読みやすく速く書く。

1　聞き取ったことを記録するとき，要点を読みやすく速く書き取るための工夫を考える。

2 話を聞き取って，読みやすく速くメモを書く。
	【関】聞き取ったことを読みやすく速く書くための工夫を生かして，メモを書こうとしている。

【言】聞き取った要点を読みやすく速く書く工夫をして，メモを書いている。
	伝国（２）ア

	十一月
	三　目的に

ふさわしい

筆記用具と

書き方

①書く目的と

筆記用具・書き方
	２時間
	◆書く目的にふさわしい筆記用具や書き方を考えて書く。

1　アを参考に，イの場面と目的にふさわしい筆記用具・用紙・書き方を考えて，表を完成させる。

2 1 で気づいたことを，1 のア・イの例をボールペンと鉛筆で書いて確かめる。

3 目的を意識して，長半紙に毛筆で，看板を書く練習をする。
	【関】書く場面や目的と，筆記用具・書き方の関係に関心を持っている。

【言】書く場面や目的に，どんな筆記用具や書き方がふさわしいか意識して書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）イ

伝国（２）ウ

	十二月
	▼書きぞめ
	２時間
	◆これまでの学習を生かして，長半紙に書き初めをする。
1　書き初めに書く言葉を決め，筆記用具や紙を選ぶ。

2 文字の大きさや配列を意識して書く。
	【関】気持ちをこめて，丁寧に書こうとしている。

【言】よい姿勢や筆の持ち方で，自分の課題を直しながら，丁寧に書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）イ

伝国（２）ウ

	一月
	②書く目的と
書き方のくふう
	3時間
	◆目的にふさわしい書き方を工夫して書く。

1　自己紹介カードのアとイの例を比較して，目的にふさわしい書き方の工夫について考える。

2 1 で気づいたことをもとに，自己紹介を目的としたカードを，ボールペンで工夫して書く。

3 例を参考にして，「卒業発表会のご案内」を，書き方を工夫して白紙に書く。
	【関】書く目的にふさわしい書き方に関心を持ち，工夫して書こうとしている。

【言】書く目的をふまえてレイアウトを工夫したり，使用する筆記用具を選んだりして書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）イ

	二月
	▼ひろげよう

ポスターを

書こう
	2時間
	◆これまでの学習を生かして，目的にふさわしい書き方と筆記用具を考え，ポスターを書く。

1　例を見て，読みやすく効果的なポスターの工夫を考える。

2 ポスターの目的に合わせて，文や文章を考える。

3 レイアウトを考えて下書きをする。

4 レイアウトにそってポスターを書く。
	【関】これまでの学習を生かして，目的にふさわしい書き方や筆記用具で書こうとしている。

【言】目的にふさわしい筆記用具を選択し，レイアウトや書き方を工夫して読みやすく効果的な書き方で書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）イ

伝国（２）ウ

	二月～三月
	四　学習のまとめ

お世話になった
人へメッセージを

おくろう
	３時間
	◆小学校での書写学習のまとめとして，お世話になった人にメッセージを贈る。

1　グループで，メッセージを贈る相手や書式について話し合い，メモを取る。

2 分担を決めて，表にまとめる。

3 メッセージがうまく伝わるように，レイアウトを工夫する。

4 原稿を下書きする。

5 メッセージをまとめて色紙に書く。
	【関】これまでの学習のまとめとして意欲的に取り組み，メッセージを仕上げようとしている。
【言】これまでの学習を生かし，相手や目的をふまえて丁寧に書き上げている。
	伝国（２）ア

伝国（２）イ

伝国（２）ウ


評価の観点           【関】…国語への関心・意欲・態度，【話聞】…話す・聞く能力，【書】…書く能力


【読】…読む能力，【言】…言語についての知識・理解・技能


学習指導要領との関連  Ａ…話すこと・聞くこと，Ｂ…書くこと，Ｃ…読むこと


伝国…伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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